
古
事
記
に
於
け
る
会
話
引
用
に
つ
い
て

！
詔
・
白
・
日
・
奏
・
告
・
言
・
云
・
謂
！

牧

周

子

田

序

論

古
事
記
の
文
体
に
関
し
て
諸
氏
の
論
文
が
あ
る
が
そ
れ
が
観
点
を

具
に
し
、
論
争
の
形
を
と
っ
て
い
る
こ
と
は
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。
古

事
記
の
文
休
を
云
々
す
る
こ
と
は
、
即
ち
古
事
記
の
編
纂
事
情
表
記

意
識
を
知
る
こ
と
で
あ
る
。
会
話
引
用
に
つ
い
て
、
神
間
秀
夫
氏

「
古
事
記
の
文
休
に
関
す
る
「
試
論
」
（
8
・
ぉ
・

8
〉
は

l
之
は

古
代
日
本
に

A
Z
E
E
Zロ
B
2
w
の
意
識
が
な
く
、
長
い
引
用
辞

旬
が
挿
入
さ
れ
る
と
前
後
ど
う
処
置
し
℃
よ
い
か
分
ら
な
か
っ
た
一

訟
で
あ
っ
て
！
と
述
ぺ
ら
れ
、
尾
崎
知
光
氏
は
「
古
事
詑
の
文
体
に

関
す
る
序
説
的
考
察
」
名
古
屋
大
学
文
学
部
研
究
論
文
集

1
仰
典

式
漢
文
式
記
訟
が
と
ら
れ
て
い
る
部
分
は
、
「
こ
と
ぱ
」
の
表
記
へ

の
移
行
が
、
そ
の
場
合
、
そ
う
し
た
悌
典
式
漢
文
式
に
よ
る
方
が
、

よ
り
有
効
で
あ
っ
た
が
故
で
あ
る
。

l
と
述
べ
て
い
ら
れ
る
。
い
づ

れ
に
し
て
も
、
安
桁
侶
は
、
「
こ
と
ば
」
を
如
何
に
表
現
す
る
か

「
乙
と
ば
に
対
す
る
或
る
表
記
が
如
何
に
文
献
ら
し
く
表
現
す
る
か

会
苦
心
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
題
に
示
す
各
用
字
に
つ
き
結
論
的
に
述

ぺ
、
研
究
の
結
果
、
不
審
に
思
う
川
宇
法
に
つ
い
て
意
見
を
の
ペ
た

、LV
本
論
（
資
料
・
同
共
同
や
省
く
〉

〔
詔
〕
古
事
記
の
全
削
例
会
一
例
、
金
一
日
紀
二
二
九
例
、
古
事
記
は
「
詔
」

の
引
用
形
式
は
多
い
が
（
二
種
）
書
紀
（
五
種
は
）
少
な
い
。

古
賀
精
一
氏
の
意
見
か
ら
考
え
る
と
、
来
日
紀
は
．
史
書
系
統

（
詔
「

l
」
、
詔
日
「

l
」
、
下
詔
云
「

l
」
、
詔
之
日
「

l
」、

詔

l
「
l
」
詔
！
日
「

l
」
）
ぞ
引
用
し
て
い
る
と
忠
わ
れ
る
。
古

事
記
（
帥
典
に
は
、
古
事
記
に
表
わ
れ
た
引
用
形
式
が
な
い
）
と
書

紀
は
同
一
の
手
本
を
も
ち
な
が
ら
、
古
事
詑
独
自
の
形
式
を
作
っ
て

い
っ
た
の
で
あ
る
。
ん
女
何
侶
の
文
体
意
識
が
翻
訳
的
文
体
意
識
に
支

配
さ
れ
℃
い
な
が
ら
（
神
川
秀
夫
氏
）
如
何
に
す
れ
ば
古
車
詑
ら
し

く
な
る
か
と
苦
心
し
た
だ
ろ
う
。
「
詔
」
は
、
泉
純
神
、
天
皇
の
言

で
あ
る
。
人
物
の
取
扱
い
に
つ
い
て
、
古
車
詑
と
唯
一
川
紀
を
比
較
す
る

と
、
皇
組
神
に
対
し
て
、
古
事
記
は
、
「
詔
」
、
書
紀
は
「
日
」
で

表
記
し
て
い
る
。
と
れ
ば
即
ち
自
主
祖
神
に
対
す
る
待
遇
意
識
の
あ

ら
わ
れ
で
あ
ろ
う
古
事
記
で
は
「
詔
」
は
公
的
発
言
及
び
私
的
発

言
に
拘
ら
や
川
い
℃
い
る
が
、
書
紀
で
は
帰
ん
ど
公
的
発
一
一
一
円
に
だ
け

用
い
、
私
的
発
言
に
「
H
」
を
も
っ
て
表
記
し
て
い
る
。
時
（
1
場
人
物

を
如
何
に
待
遇
し
て
い
る
か
と
云
う
こ
と
を
知
る
と
と
に
よ
り
、
そ

の
撲
録
意
識
を
も
う
か
が
い
得
る
の
で
あ
る
。

〔
白
〕
古
事
記
の
全
用
例
六
回
例
は
最
も
多
い
が
、
書
紀
ば
一
O

例

に
す
ぎ
ぬ
。
と
れ
は
意
向
一
紀
が
古
事
記
に
比
し
て
漢
文
的
で
、
競
争
意

- 2 -



識
を
持
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
書
紀
で
は
「
白
」
が
一
、
二
審

に
だ
け
（
皇
祖
神
）
表
わ
れ
て
い
る
と
と
は
、
前
述
を
裏
づ
け
る
も

の
で
あ
る
。
漢
書
、
後
漢
書
、
史
記
の
形
式
と
、
世
一
回
紀
の
形
式
と
は

ほ
ど
同
一
で
あ
る
。
古
事
詑
は
悌
典
類
、
漢
書
に
よ
る
形
式
身
附
い

て
い
る
。
「
白
」
は
、
殆
ん
ど
皇
制
一
神
、
天
皇
へ
の
言
で
あ
る
が
、

叉
「
詔
」
ぞ
川
い
た
人
物
に
対
し
て
用
い
て
い
る
。
当
然
反
対
の
立

場
に
あ
り
な
が
ら
、
表
記
者
の
意
識
で
、
火
間
…
命
が
火
哀
瑚
命
、
雄

略
天
皇
が
一
言
、
玉
大
神
に
対
し
て
、
身
分
を
知
る
前
後
で
川
字
も
変

え
て
用
い
て
い
る
。
と
れ
は
、
書
紀
に
は
み
え
な
い
こ
と
で
あ
り
、

敬
語
的
表
記
の
意
識
と
皇
祖
崇
拝
の
思
想
を
如
実
に
み
る
と
と
が
出

来
る
。
〔
日
〕
十
日
本
詑
の
金
川
例
六
回
例
、
世
一
日
紀
ゴ
一
一
九
例
で
最
大
数
を
も
っ
て

い
る
o

古
事
記
で
は
、
詔
・
円
・
日
が
判
然
と
区
別
さ
れ
て
い
る

が
、
書
紀
で
は
、
古
事
記
ほ
ど
統
一
日
引
が
な
い
。
古
事
記
の
「
日
」

は
、
毘
沢
仰
典
系
統
だ
と
推
定
さ
れ
℃
い
る
（
古
賀
精
一
氏
）
刀
紀

は
川
例
汝
か
ら
同
九
百
系
統
か
ら
引
用
し
た
も
の
と
閉
山
う
ο

「
ノ
リ
タ

マ
ハ
ク
」
の
訓
で
表
記
し
た
も
の
は
、
川
刊
に
敬
語
的
表
記
や
必
要
と

し
な
い
場
合
に
川
い
て
い
る
。
「
ィ
ブ
」
で
衣
わ
ず
「
日
」
は
、
兄

弟
関
係
が
多
く
、
親
密
な
関
係
を
忠
わ
吃
る
。
「
日
」
は
、
詔
内
奏

背
に
般
べ
る
と
、
絶
対
航
が
決
定
し
て
い
歩
、
訓
に
よ
っ
て
、
上
下

の
去
を
示
そ
う
と
し
て
い
る
。
訓
も
無
意
識
に
川
い
た
の
で
は
な

く
、
古
事
記
の
全
文
平
を
通
し
て
使
い
わ
け
た
の
で
あ
九
う
ο

〔
実
〕
古
事
記
は
、
中
下
容
（
飛
仁
、
仲
一
品
、
仁
徳
・
M

胸
中
、
雄

略
、
顕
宗
天
皇
）
に
記
け
九
例
一
夫
わ
れ
て
い
る
。
書
紀
で
は
九
八
例
で

あ
る
。
古
賀
精
一
氏
の

l
奏
乎
は
仰
典
で
は
ほ
と
ん
ど
み
る
こ
と
が

出
来
な
い
ー
か
ら
古
事
記
の
「
奏
」
字
は
史
害
系
統
と
一
一
活
関
係
が

あ
る
乙
と
が
判
る
ο

「
奏
」
字
が
中
下
容
に
表
わ
れ
て
い
る
珂
巾
と
し

て
考
え
ら
れ
る
と
と
は
、
中
下
容
に
は
、
純
法
文
、
市
漢
文
休
の
文

章
が
多
い
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
即
ら
純
漢
文
休
で
4
4
h

か
れ
た
文
章

が
多
い
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
即
ち
純
漢
文
休
で
者
か
れ
た
文
章

は
、
出
一
明
神
、
守
一
仁
、
仲
哀
、
仁
徳
、
属
中
、
山
文
氏
、
雄
略
、
川
宗
記
）

に
表
わ
れ
℃
い
て
「
奏
」
字
を
川
い
て
い
る
。
中
下
容
に
純
漢
文
体

の
文
章
の
多
い
開
山
と
し
て
、
作
川
左
右
中
一
口
氏
「
日
本
古
典
の
研

究
」
〈
下
谷

p
部
！
旬
）
は
①
純
粋
の
日
本
一
請
を
写
し
た
も
の
で
な

い
事
①
支
部
思
想
に
・
山
来
し
て
い
る
③
儒
教
思
砲
が
有
力
に
な
っ
て

来
た
え
化
改
新
後
に
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
と
⑨
支
那
思
想
を
反

映
し
て
い
る
記
事
が
多
い
一
引
を
あ
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
必
や
し
も
儒

教
的
思
組
を
反
映
し
て
い
る
記
事
の
み
に
限
ら
れ
て
い
な
い
。
仲
間

氏
の
諸
一
一
一
日
も
考
え
る
と
共
に
、
巾
下
容
が
け
に
漢
文
的
椛
文
を
江
川
礎

に
書
か
れ
て
い
る
か
ら
し
て
、
当
然
の
乙
と
と
し
て
、
漢
文
の
句
法

及
び
干
訟
の
制
限
を
う
け
て
い
る
こ
と
は
考
え
介
、
せ
る
べ
き
で
あ

る
。
川
干
の
ど
れ
一
つ
を
引
き
出
し
て
み
て
も
、
そ
れ
は
古
事
司
の

本
位
向
γ
、
編
纂
弔
問
に
ま
で
も
つ
な
が
り
を
も
っ
て
い
る
こ
と
が

判
る
。
〔
告
〕
十
日
市
記
で
は
、
上
中
容
に
一
八
例
、
市
紀
三
例
で
あ
る
。
士
口

一
括
詑
で
は
殆
ん
ど
上
容
冗
け
で
あ
り
、
引
川
限
式
は
二
純
で
あ
る
。



経
書
史
書
の
背
！
日
「
！
」
は
、
書
紀
、
二
例
、
悌
典
形
式
の
告
l

「
l
」
が
古
事
記
に
四
例
で
あ
る
。
引
閉
し
た
形
式
が
異
っ
て
い
る

と
と
が
判
る
。
古
事
記
が
上
か
ら
下
へ
の
言
と
し
て
の
み
用
い
ら
れ

て
い
る
（
伊
耶
那
岐
命
．
高
木
神
、
天
間
大
御
神
、
須
佐
之
男
命
八

十
神
）
の
に
対
し
て
、
書
紀
で
は
下
か
ら
上
へ
の
言
と
し
て
も
別
い

て
お
り
、
古
事
記
と
書
紀
の
用
字
訟
の
相
違
を
知
る
乙
と
が
出
来

’Q
。
三
日
〕
古
事
記
の
全
用
例
問
例
、
金
百
紀
を
み
る
と
と
一
一
八
例
表
わ
れ

て
い
る
。
形
式
は
、
古
事
詑
と
書
紀
は
共
通
し
た
言
「

l
」
式
を
多

く
引
用
し
て
い
る
。
古
賀
精
一
氏
に
よ
る
と
1

謂
言
な
ど
伸
典
系
統

か
と
忠
わ
れ
る
も
の
も
あ
る
が
、
さ
り
と
て
経
書
史
書
と
明
確
に
区

別
さ
れ
る
ほ
ど
の
用
訟
の
差
も
見
出
せ
な
い
！
と
述
べ
ら
れ
て
い
る

が
、
両
書
の
引
用
形
式
か
ら
み
る
と
、
同
系
統
の
か
と
も
考
え
ら
れ

る
が
、
用
例
数
に
お
い
て
、
書
紀
で
は
、
円
詔
の
次
に
多
い
形
式
で

あ
り
、
悌
典
か
ら
の
み
引
用
し
た
と
は
考
え
ら
れ
歩
、
そ
れ
ん
＼
両

書
が
引
用
し
た
も
の
か
、
偶
然
一
致
し
た
も
の
か
、
或
い
は
、
古
事

記
が
経
書
史
書
系
統
か
ら
引
用
し
た
の
か
い
づ
れ
か
で
あ
る

、
勺
J
Q

〔
一
再
〕
古
事
記
の
会
用
例
一
天
例
、
書
紀
二
七
例
で
巻
別
に
よ
り
偏
在

し
て
い
る
。
引
別
形
式
で
は
両
書
と
も
一
五
「

l
」
の
形
式
が
多
く
古

事
記
（
主
例
）
、
書
三
例
で
あ
る
。

「
一
五
」
が
悌
典
系
の
も
の
で
あ
る
か
、
史
書
系
統
白
影
響
で
あ
る
か

判
明
し
な
い
が
、
両
書
の
用
例
数
の
比
が
小
さ
い
と
と
。
両
者
の
引

コF
1
3
三：
j

3

・・
7

1

、．伽
a
l
i
z－
－
「
目
’

問
形
式
が
大
休
同
一
で
あ
る
と
と
か
ら
、
伸
典
系
に
よ
る
の
で
は
な

い
か
と
思
う
。
書
紀
の
「
云
」
は
、
時
人
一
E

「
l
」
有
人
一
五
「

l」

或
人
云
「

l
」
品
目
人
一
五
「

l
」
と
云
う
様
に
用
い
て
い
る
。
訓
別
に

は
‘
ノ
ル
ハ
例
、
マ
ヲ
ス
三
倒
、
「
イ
フ
」
三
例
で
、
内
容
は
教

示
相
談
等
に
用
い
て
い
る
。

「
一
五
」
で
表
記
し
た
天
皇
の
一
言
は
、
雄
略
天
皇
の
み
で
、
伊
耶
那
岐

命
、
高
御
巣
日
神
、
倭
建
命
水
歯
別
命
）
で
あ
り
、
「
一
一
ど
の
表
記

価
値
は
余
り
大
き
く
な
い
の
で
あ
る
。

「
謂
」
古
事
記
凶
例
（
上
巻
）
の
み
で
、
形
式
は
三
種
、
書
紀
は

ご
口
例
、
形
式
は
五
種
で
あ
る
。
火
京
理
命
が
火
照
命
に
対
し
℃
、

謂
日
「
l
」
で
表
記
し
て
い
る
が
、
争
い
の
結
果
兄
が
弟
に
負
け
℃

服
従
を
誓
っ
た
時
の
言
は
、
「
白
」
で
表
記
し
て
い
る
。
乙
L
で
は

争
い
の
前
で
あ
り
、
「
白
」
「
云
」
「
言
」
で
表
記
す
べ
き
で
あ
る

が
、
「
謂
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
、
表
記
者
の
意
識
的
表
記
で
あ
れ

ば
、
下
か
ら
上
へ
の
言
と
も
み
ら
れ
る
。
古
事
詑
に
対
す
る
書
紀
の

一一
O

例
は
悌
典
系
統
に
よ
る
と
は
断
定
出
来
ぬ
。
古
事
記
は
史
書
、

悌
典
系
統
、
古
事
記
独
自
の
形
式
で
表
記
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
叉

「
謂
」
が
上
巻
だ
け
で
あ
り
、
少
範
囲
に
偏
在
し
て
い
る
と
と
か

ら
、
原
資
料
の
登
扮
も
考
え
ら
れ
る
。

共
に
諸
参
考
書
に
お
い
て
疑
問
に
忠
わ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
述
べ

た
い
。

①
伊
耶
那
美
命
先
言
「
阿
那
濁
夜
志
愛
意
登
古
哀
」

伊
耶
那
岐
命
は
伊
耶
那
美
命
に
対
し
、
「
詔
」
・
「
背
」
・
「
一
一

c
－
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必
寸
川
叩

1
し
も
れ
培
、
し
品
川
N

F
立に

U
ドハ山
V
器
σ
J
M
H
4
μ

パd
さ
し
と
と
え
れ
円
¢
づ

「
一
一
一
一
川
」
の
字
を
川
い
て
必
り
も
伊
耶
却
美
命
は
、
「
白
」
・
「
一
一
一
一
日
」

で
表
記
し
て
い
る
。
上
代
D
身
分
関
係
か
ら
考
え
て
み
て
も
妻
は
夫

よ
り
下
位
で
あ
る
か
ら
、
本
文
の
「
ノ
リ
タ
マ
ハ
ク
」
ば
「
マ
ヲ
シ

タ
マ
ハ
ク
」
と
訓
む
ぺ
き
で
あ
ろ
う
ο

「
マ
ヲ
シ
タ
マ
ハ
ク
」
で
発

言
し
た
も
の
を
み
る
と
、
す
べ
て
下
か
ら
上
へ
の
一
一
づ
け
で
あ
る
ο

① 

勢

授

：；！~ 

iソ、

川ムエ
可
寸
l
d

上七

ネL

タi

ノ～
~iJ 

山以

開止

ジじ

ごt二ノ、

よ七

一式

一「
:tt: 
ノ乞

rt1.~ 

同
町
」

J;J, 

ネL

p
t
i
 

nド

段
L

「
ノ
リ
タ
マ
ハ
ク
」
と
訓
む
川
例
は
、
仰
机
命
、
い
い
川
御
来
日
神
も
民

運
命
、
火
出
川
命
な
ど
も
す
べ
て
上
か
ら
ド
へ
の
子
一
円
で
、
こ
れ
に
似

た
山
一
ば
ん
で
段
位
命
に
片
し
て
、
間
北
パ
后
名
vM拍
比
！
日
命
什
之
「
妥
当
仰

子
而
入
山
巾
仰
子
北
引
所
泣
之
政
逢
応
出
来
ム
」
が
あ
る
。
こ
の
場
合
、

大
目
、
五
へ
叩
の
妻
で
あ
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、
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「
円
」

ば
上
か
ら
ド
へ
の
一
一
一
一
日
で
あ
り
「
非
公
」
は
下
か
ら

h
へ
の
一
一
一
円
で
あ

る
Q

兄
の
支
出
命
が
、
一
六
自
主
で
あ
る
立
守
川
祁
命
に
対
す
る
‘
一
一
け
で
あ

る
。
つ
け
」
ば
下
か
ら
上
へ
の
－
一
一
円
で
、
印
耶
見
定
命
〉
伊
耶
川
一
岐

命
与
に
対
し
て
い
る
G

亡

L
は
「
白
」
に
む
し
た
い
ο

円
「
1
」
去

？
と
一
一
山
う
呼
応
改
正
し
ノ
＼
な
い
と
川
山
う
ο

判
の
み
で
な
く
，
川
字
に
於

い
て
J
V
前
後
正
し
く
川
い
る
べ
き
で
あ
ろ
。

h
u
m引
刊
刈
似
命
は
行
初
期
安
A
M
に
丸
一
し
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前
後
呼
応
す
る
場
人
円
で
あ
る
が
、
一
一
一
日
と
訓
む
な
ら
ば
、
一
五
と
訓
む

べ
き
だ
ろ
う
ο
弟
か
ら
兄
へ
の
一
一
一
一
円
で
あ
る
が
、
兄
弟
の
身
分
の
変
化

し
た
こ
と
を
安
日
目
が
立
識
し
て
川
い
た
も
の
と
し
て
、
火
間
…
命
か

ら
大
良
川
命
に
対
し
て
ゴ
円
」
を
も
っ
て
一
一
次
記
し
て
い
る
と

k
で

は
、
一
一
口
欣
者
「
［
」
一
五
と
統
一
す
べ
き
で
あ
る
ο
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、
円
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中
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村
武
．
九
円
去
に
対
し
て
宇
一
良
品
十
口
が
た
け
え
る
と
と
ろ
で
あ
り
、
川
乎

の
上
で
も
「
・
日
」
と
し
た
い
ο

ん
心
肝
氏
の

l
川
門
店
店
J

は
古
事
記
で
は

「
山
口
」
山
す
と
紘
の
深
い
文
千
百
と
一
五
わ
れ
る
と
と
も
有
力
な
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仰
と
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次
大
系
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「
マ
ヲ
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シ
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ラ
ク
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古
訓
十
川
惇
記
、
十
日
事
記
伝
「
マ
ヲ
サ
シ
ム
ラ
ク
」

L
」
訓
ま
れ

て
か
ら
均
一
刊
誌
釈
ー
は
こ
の
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と
っ
て
い
る
。
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け
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五日
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人

楽
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の

人

曾

告
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万
十
三
三
三
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世む
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御

命

以

朕

勅

（
続
記
宣
命
二
十
九
詔
）

Jl::. 

l技

勅

ー寸

l_  
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乃

大

穴

持

之

（
出
雲
国
治
神
賀
詞
）

希合

巾・

L_  

ー寸

1
 
i
 

f
 

。

か
ぢ
と
り
の
い
は
く
「

l
い
と
い
ふ
〈
土
佐
日
記
二
月
五

日）

の
如
く
す
ぺ
て
呼
応
が
正
し
い
。
「
古
事
記
の
白
日
両
字
に
つ
い

て
」
（
古
事
記
年
報
古
賀
精
一
氏
）
に
は
、
1

前
後
の
文
か
ら
み
て
、

「
字
気
比
日
」
（
国
家
大
系
本
）
「
宇
気
比
白
」
（
他
六
本
）
の
い

づ
れ
か
に
す
る
べ
き
で
あ
る
。
「
皆
」
字
の
比
の
下
は
、
寛
永
版
本

だ
け
が
自
で
、
他
。
諸
本
み
な
「
日
」
と
な
っ
て
い
る
点
、
字
気
比

の
言
の
後
に
「
如
此
詔
之
時
」
と
あ
る
点
な
ど
か
ら
、
詔
字
と
対
応

し
て
「
日
」
を
原
形
と
す
べ
き
か
も
し
れ
な
い
、
一
方
詔
と
の
前
後
矛

盾
す
る
が
、
宇
気
比
の
神
に
祈
誓
す
る
と
一
五
う
本
義
か
ら
み
れ
ば

「
白
」
と
す
べ
き
ょ
う
で
も
あ
る
ο

し
ば
ら
く
「
白
」
と
し
て
旧
に

従
い
つ
k
挺
を
残
し
て
沿
く
一
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
「
白
」
は

「
ノ
リ
タ
マ
ハ
ク
」
と
は
訓
ま
ぬ
か
ら
国
史
大
系
本
の
「
日
」
を
原

形
と
し
て
考
え
る
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。
宇
気
比
に
つ
い
て
書
紀

を
み
る
と
、

。。
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1
t
t
’
 

減
l_ 

天佳

11!色

主なよ，，

詰！：

女！~

之之
「

m
誓

之

「妾

娠

若

ヨド

孫

）青L

必

日

「l
当

係
lfrllミ

皇

於

天

主主
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人

道

予

路

見

瑞
Lー

で
あ
る
、
「
日
」
に
対
す
る
書
紀
の
川
宇
意
識
用
字
法
か
ら
、
古

事
記
と
通
川
す
れ
ば
「
日
」
の
疑
問
も
解
決
出
来
る
の
で
は
な
か
ろ

、つ予刀。
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為

者
（
下
回
宗
天
皇
詑
〉

と
の
場
合
兄
意
宮
部
命
が
天
皇
に
対
す
る
言
で
、
品
目
品
官
祁
命
は
天

皇
に
対
し
て
、
奏
言
「

i
」
復
奏
一
一
首
「

i
」
で
表
記
し
て
い

父

此

女日



の
言
の
後
に
「
如
此
詔
之
時
」
と
あ
る
点
な
ど
か
ら
、
葺
守
主
主
六
日

る
。
日
は
上
か
ら
下
に
対
す
る
言
で
あ
り
叉
奏
は
下
か
ら
上
に
対
し

て
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
用
字
法
か
ら
、
「
日
」
を
用
い
て
あ
る
の
は

正
し
く
な
い
と
思
う
、
と
L
で
は
、
下
か
ら
上
へ
の
言
で
あ
る
か
ら

当
然
「
奏
」
と
対
応
さ
せ
て
、
「
白
」
に
し
た
方
が
正
し
い
と
忠
わ

れ
る
。
叉
前
後
の
文
脈
叉
意
富
祁
命
の
用
字
法
か
ら
み
て
も
下
か
ら

上
に
対
す
る
言
と
し
て
用
い
た
い
。
〔
三
十
二
年
度
卒
業
〕

懸

詞

研

究

の
i
古
今
・
新
古
今
を
資
料
と
し
て

l

長

野

｛命

子

古
今
・
新
古
今
時
代
に
お
け
る
懸
詞
と
は
E
の
よ
う
な
も
の
か
。

叉
両
集
問
の
時
代
差
は
懸
詞
に
ど
の
よ
う
な
差
異
を
生
み
出
さ
せ
る

も
の
で
あ
ろ
う
か
。
本
稿
は
、
懸
詞
を
分
持
し
つ
L

、
同
時
に
二
集

を
比
較
検
討
し
て
い
と
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
そ
の
主
な
検
討
分
野
と
し
て
共
D
も
の
を
揚
げ
る
。
ー
ー

数
的
な
問
題
。
種
類
と
そ
の
慣
用
性
の
問
題
。
構
成
に
関
し
て
。

品
詞
か
ら
見
た
懸
詞
。

i
l
乙
礼
ら
の
事
に
つ
き
、
順
共
述
ぺ
て
い

E
－b

・J、J
I－
－

き
た
い
と
思
う
。

ま
ず
数
及
び
作
者
に
関
し
て
検
討
し
て
い
く
に
、
古
今
の
総
歌
数

一
一
一
一
首
中
、
懸
詞
の
用
例
は
二
三
八
例
、
新
古
今
は
総
歌
数
一

九
七
九
首
中
、
用
例
三
三
三
例
で
あ
る
。
し
か
し
考
え
ね
ば
な
ら
な

い
事
は
、
新
古
今
に
は
万
葉
。
古
今
時
代
の
作
者
の
乎
に
成
っ
た
も

の
が
多
く
存
在
す
る
事
で
あ
る
。
乙
L
で
意
図
す
る
と
と
ろ
は
、
古

今
、
新
古
今
、
両
時
代
に
お
け
る
懸
詞
D
比
較
考
察
で
あ
る
か
ら
、

当
然
、
前
時
代
の
も
の
を
抜
出
す
る
と
と
が
必
要
と
な
っ
て
乙
ょ

う
Q

な
お
、
乙
L
で
は
新
古
今
の
み
が
問
題
と
な
る
、

総
歌
数
一
九
七
九
首
中
、
一
一
二
首
（
概
数
）
が
万
葉
・
古
今
時

代
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、
残
る
一
八
五
七
首
を
新
古
今
時
代
の
も
の

と
み
て
よ
か
ろ
う
。

用
例
に
な
け
る
前
時
代
の
も
の
は
、
万
葉
問
例
、
古
今
十
八
例
で

ゑ

γ
。。
以
上
の
抜
出
に
よ
り
、
古
今
及
び
新
古
今
は
、
時
代
的
、
数
的
に

同
等
の
立
場
に
立
つ
乙
と
が
初
め
て
可
能
と
な
る
も
の
で
、
古
今
と

古
今
時
代
と
は
ほ
立
一
致
し
、
新
古
今
に
お
い
て
も
同
じ
事
が
言
え

る
の
で
あ
る
。

ζ

L

で
、
二
集
各
々
の
総
歌
に
対
す
る
用
例
数
の
百
分
比
を
と
っ

て
み
る
に
・
次
の
如
く
で
あ
る
。
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